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これは，ジェイムズ・ステュアート (Sir James Steuart) がロバート・プレイム (Robert
Frame) のベンネイムで公表したとされる， wラナーク州の利益についての諸考察J1， Considｭ
erations on the Interest 01 the County 01 Lanark, 1769. の邦訳である。その底本としては，
いわゆるゴールドスミス・ライブラリ Goldsmiths' Library 所収の初版 (Wサー・ジェイム
ズ・ステュアート著作集』第 5巻， The Works, Political, Meta.ρhisical & Chronological 01 
the late Sir James Steuart 01 Coltness, Bart. Vo1. 5, London, 1805. に収められた『スコ
ットランド・ラナーク州の利益についての諸考察J1， Considerations on the Interest 01 the 














H 生活資料価格 1 VI 新運河の諸結果
皿 貧民の扶養 11 四陸運と公道の現状
W 作男や労働者，製造工の賃金 11 唖 そして市場で観察された政策と実際に





















































































γ ト P ・ ν ィ，ξ ヲーズ
どうにか一年を暮らしてきている田舎の労働者階級はみんな，その日々の労働に対して週当



























































































1 ステュアート『政治経済学』第 1 巻， 397, 398ページ。
この命題をもっと明快で理解しやすいものにするために，この州でオートミールを消費する
人々のうち，最大多数の階級は 1 年を通じて週当りおよそ 3 シリシグ 6 ペンスの稼ぎがある日

















日雇労働者に対するこの一層の刺激から，オートミールが 1 ベック当り 1 シリングである時
のほうが， 6 ペンスの値段であった以前と比べて，この州の民衆はあまり悲惨でないとわかる。
なぜなら，わが労働者の大多数は，以前に週当り 2 シリングをあてにしてきたよりも，今はも (13J 
っと確実に 1 年を通じて週当り 3 シリング 6 ペンスを期待できると考えられるし，労働者階級
が健康で勤勉な住民のうちで最下層であるという想定にわれわれはたっているからである。
この種の調査では，ありうべき事情がすべて考慮に入れられなくてはならない。












トラ γ ド風にいえば 5 スト γ，イングラ γ ド流では約 100 ウェイトになる。バターの仕上がり





















当り 1 シリングとだするならば，作男の食糧はその主人にはさらに約 5 ポンド多く費やさせる
ことになり，合計で 9 ポンドになる。したがってもし，多くの作男が 5 ポンドないし 6 ポンド









































































大麦 ・…………・・….. 5, 781 
オー ト麦 …・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7, 460 
オートミーノレ ・・・・・・・・・・・・・・・・..一 298
ライ麦 ・・・…・・・・・・・・・・・・・・・ 7, 861 
小麦 …………・…-… 130, 343 
合計十， 151, 743 
さて，イングランド住民の年々の消費の推定量は，平均して全種類の穀物で 1 ， 350 万クォーターを超








+ Il穀物貿易および穀物法論』第 2 版， 124ページ。



































































グランドの同胞には有害で、はない。だがもし，輸入される小麦すべてに 1 クォーター当り 10シ
リングのプレミアムをつけることによって，議会がイングランドの生活資料価格を効果的に引
き下げ、ていたとすれば，イングランドの農業者はスコットランドの農業者と同様に大変な窮境

























































































に欠けている。内耕地とこの外耕地との量的割合はほとんどの農場で 1 対 3 ないし 1 対 4 から，






































































































































































































[42J ク当り 1 シリングである時に，週当り 3 シリング 6 ペンスないし 4 シリングで生活し，子供を
養育できる限り，商工業の利益はなんら損害を被らず，農業の利益も十分に確保されるだろう。
しかももし，オートミールがベック当り 1 シリング以上に騰貴したり， 10ペンス以下に下落す
ること(これは16%の変動幅である)を常に阻止する計画が工夫できるなら，その計画はわれ
われが考察している二大階級の利益に最も望ましい効果をあげることがわかるだろう。ところ
で，全般的利益を計算した提案の達成という目論見でもしこの州が真に団結すれば，このよう
な計画は実行可能なのかもしれないということを一体誰が認めるだろう。それは無理なく期待
されることというより，むしろたぶん切望されることがらである。
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